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戸
とむら

村 紀
きいち

一さん
（下手綱・64歳）       

〝
南
極
で
の
生
活
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
〟

　

「
空
一
面
を
覆
う
オ
ー
ロ
ラ
は
恐
怖
を
感
じ
る
ほ
ど
に
綺
麗
で
し

た
」
と
笑
顔
で
語
る
の
は
、
26
歳
の
時
に
南
極
地
域
観
測
隊
員
と
し

て
当
時
の
文
部
省
国
立
極
地
研
究
所
に
派
遣
さ
れ
た
戸
村
紀
一
さ

ん
。

　

１
年
半
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
と
き
、
以
前
か
ら
南
極
の
大
自
然

を
こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
戸
村
さ
ん
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

南
極
の
生
活
で
大
変
だ
っ
た
の
は
、
周
り
に
何
も
な
い
地
域
の

閉
鎖
社
会
で
隊
員
34
人
が
仲
良
く
過
ご
す
こ
と
。
家
族
と
の
連
絡

手
段
も
電
報
の
み
。
電
報
料
が
高
か
っ
た
の
で
暗
号
を
決
め
て
短

く
し
た
り
、
年
に
数
回
の
電
話
に
は
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

と
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
る
戸
村
さ
ん
は
と
て
も
優
し
い
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

唯
一
の
楽
し
み
は
仕
事
終
わ
り
の

飲
み
会
。
食
住
が
一
緒
の
環
境
に
い

た
隊
員
た
ち
と
は
、
今
で
も
年
に
一

度
は
同
窓
会
を
開
き
、
当
時
の
あ
だ

名
で
呼
び
合
う
ほ
ど
大
切
な
仲
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
戸
村
さ
ん
の
健
康
を
保
つ

秘
訣
は
、
友
人
た
ち
と
一
緒
に
や
る

ゴ
ル
フ
。「
ど
ん
な
と
き
も
、
仲
間
と

一
緒
が
一
番
で
す
ね
」
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　農林課は市庁舎の

２階にあり、農地林

道整備グループ、地

籍調査グループ、農

政グループの３つの

グループで構成され

ています。主に農地

や林道等の維持管理、

地籍調査、水田の現

地確認、農林業に関

する各種届出等の受

付や里山交流などの業務を行っています。

　私は主に畜産、有害鳥獣、林業に関する

業務を担当しています。畜産に関する業務

では、獣医師の先生と畜産農家を訪問し、

牛へ伝染病予防のワクチン注射を毎月１回

実施しています。私が牛舎の中から注射の

対象である牛を確認し、獣医師の先生が注

射を打ちます。有害鳥獣に関する業務では、

イノシシの捕獲に関する手続き等を行った

り、有害鳥獣捕獲隊にイノシシの駆除を依

頼しております。

　牛へのワクチン注射の際やイベントなど、

庁舎外に出て行う業務も多く、市民の皆様

とお会いし直接交流した際にお伺いしたご

意見等を参考にしながら、日々の業務に努

めています。

健康健康 !うろくつ !!!うううろろろくくくつつつをを 仕事市役所
の

　「産後うつ」という言葉を聞いた事があり
ますか？
　最近、新聞やテレビでも取り上げられて
いる言葉で、産後のお母さんの10人に1人
が発症するといわれています。「産後うつ」
は、出産に伴う急激な変化がストレスと
なって発症します。
　その背景には、核家族化による子育ての
孤立化が、お母さんの育児負担を大きくし
ている事が考えられます。
　「産後うつ」の症状は、気分の落ち込みや

思考力・集中力の低下、家事などの段取りが立てられなくなる
等があり、これらの症状が２週間以上続いている時には、専門
家のアドバイスや治療が必要となります。
　また「産後うつ」が重症化すると産後のお母さんの自殺や子
どもの虐待に繋がるケースがある為、国も対策を考えており、
2020年度末までに、妊娠や子育ての相談を受けたり医療機関
につないだりする「子育て世代包括支援センター」を全国の自治
体に広げようとしています。当院でも「産後うつ」の予防策とし
て、フォローが必要な方には、居住地の市町村へ連絡し、その
後のサポートを依頼します。また退院後は、担当助産師からの
電話訪問や、各市町村から依頼されている２週間健診を実施し、
育児支援をしています。もしご家族が「産後うつ」かもしれない
と思う時には、優しい言葉かけ、休める環境づくり、育児のサ
ポート等を行いながら、必ず医療機関に相談して下さい。
　お母さんが元気でいる事が、赤ちゃんの幸せにつながります。
その為には、社会全体でお母さんと赤ちゃんを見守り、支えて
いく事が大切です。

第11回
農林課

矢
や

代
しろ

 拓
たく

海
み

ＪＡ茨城県厚生連
県北医療センター
高萩協同病院
助産師

佐
さ と う

藤 智
ち え こ

恵子

▲内陸調査 －65.8℃を記録(右端が戸村さん)


